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１．概要（Summary） 

セリア (CeO2) はCeのレドックスを利用して様々な分野

で利用されており、セリアに対して異種遷移金属を加える

ことにより、酸化物の温度耐久性や酸素吸蔵・放出能を向

上させる研究が展開されている。本研究では、更なるレド

ックス特性の向上やそれに対応する触媒特性の発現を目

指し、セリアに対して第一および第二周期遷移金属を同

時にドープした複合酸化物の創製を目指した。本課題で

は、Ce-Cr-第二周期遷移金属系複合酸化物の調製直後、

及び昇温還元後の金属元素の価数について評価を行っ

た。 

 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

X 線光電子分光装置 

【実験方法】 
Ce-Cr-第二周期遷移金属系複合酸化物 (調製直後:A、

昇温還元後:B) は研究室で調製した。これらのサンプル

10 mg を錠剤成型機でペレット状に加工してからカーボン

テープでサンプルホルダーに固定して、XPS 装置に導入

し測定した。得られたXPSスペクトルは、C 1s XPSスぺクト

ルのピークトップでエネルギー校正を行った。 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

調製した Ce-Cr-第二周期遷移金属系複合酸化物 (調

製直後:A、昇温還元後:B) の Cr 2p3/2  XPS スペクトル

を Fig. 1 に示す。B では A と比較して Cr2p3/2 のピーク

トップが還元側にシフトしていることが観測され、還

元過程においては Cr の価数変化が起きていることが

示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Cr 2p3/2 XPS spectra of Ce-Cr-4d mixed metal 

oxides. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・本研究は、JST さきがけの助成を受けている。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 
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６．関連特許（Patent） 

なし。 


